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　東北・北陸地方で実施した放射及び菱形基線測量の結果について報告する。

　第 1 図は秋田放射基線測量結果による三角点間の距離変化と水平歪を示す。光波測距儀で測

定した 1982 年と 1979 年間の差は 2 ㎝以下で特に有意な変化はない。

　第 2 図は水沢菱形基線測量結果である。1964 年以来光波測距儀による 4 回の観測結果からそ

れぞれの変動量を示している。1982 年の測定の際に岩谷堂測点付近の土砂が削り取られている

のを発見したが，変動量に影響を及ぼしているかどうかは不明である。

　第 3 図は牡鹿放射基線測量の結果である。今回の測定で初めて変動量が算出されたが大きな

変化はない。

　第 4 図は小千谷放射基線測量の結果である。光波測距儀で測定した 1982 年と 1980 年間の変

化は小さい。
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第 1 図　秋田放射基線測量結果

Fig. 1　Results of distance measurements at Akita radial base lines.
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第 2 図　水沢菱形基線測量結果

Fig. 2　Results of distance measurements at Mizusawa rhombus base lines.
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第 3 図　牡鹿放射基線測量結果

Fig. 3　Results of distance measurements at Oshika radial base lines.
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第 4 図　小千谷放射基線測量結果

Fig. 4　Results of distance measurements at Ojiya radial base lines.
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